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朝日町保小中一貫教育校 

朝日町立さみさと小学校 

 日本の食事作法は「はしに始まり、はしに終わる」と言うほど、はしは大切な食事の道具です。美しいはし

使いをすると、料理が食べやすくなるだけでなく、他の人にもよい印象を与えます。 

 

 上のはしをえんぴつ持ち

します。そのまま何回か上下

に動かします。 

 下のはしを親指の根元に

通して挟みます。 

 下のはしは動かさず、上のはしだ

け①のときのように動かします。正

しく持てていると、はしの先が「×」

にならず、カチカチ音が鳴ります。 

 はしを正しく持つと、はしの

先が鳥のくちばしのようにな

り、細かい骨を除いたり、身を

上手に分けたりすることがで

きます。さらに、食べ方がとて

もきれいに見えます。 

 はしを正しく持つと、茶わん

に付いたご飯粒や小さい野菜も

ピンセットのようにつまんで口

へ運ぶことができます。お茶わ

んがピカピカになると心がきれ

いになるような気がします。 

 はしを正しく持つと、食べ方

が美しくなります。周りの人か

らも「素敵な人」に見えるでしょ

う。ぜひ、今から素敵な人に変身

しましょう。 

 これから春にかけて、「いよかん」「ぽんかん」「デコポン」「せ

とか」「きよみ」「はっさく」と言ったかんきつ類がおいしい時期

になります。給食でも、様々なかんきつ類が登場する予定です。 

 かんきつ類は、持ち運びが便利で、皮をむいてすぐに食べるこ

とができ、吸収に優れた糖質やビタミン C、疲れをいやすクエン

酸等も豊富で、スポーツ時の補食にもぴったりです。また、体の

抵抗力も高めてくれるので、風邪予防にもなります。さらに、す

じにビタミン C、房には食物繊維が豊富なので捨てないで食べま

しょう。 


